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産学連携活動における各種契約の実践的運用

・諸機関との連携による高専-企業のマッチングの機会が増強されている
・高専と地域企業による技術移転は機動性の高い運営によりまだまだ加速できる
・高専は研究から商品開発に渡るフェーズで人材教育を触媒として強みを発揮

・大型研究における大学・大企業を中心とするオープンイノベーションの流れと棲み分け※

機構の審査事項を削減し，報告で可とする基本運営方針は
長い目でみれば地域貢献や人材の育成の面で効果が高いのではないか．

高専の研究リソースに対する企業ニーズを受止める，効率的な知財権届出と契約締結を探る
・法人格を持たない高専のハンデをアドバンテージに変換する知恵は？
・局所的な知財権から離れ，ビジネスモデルなど契約で共有する方法への移行可能性は？
・それらを支える高専学生の知財や契約に対する常識レベルとは？

【１．高専における産学連携活動の背景】

・全国にまたがる各高専はそれぞれが独立の法人格という訳ではない
・一方，各高専は独自にパートナーとの共同研究契約を締結
・各種契約は高専内の各種委員会での承認や報告事項となる
・また，職務発明は大小に関わらずすべて機構の審査が必要
・研究活動には専攻科生のみならず本科5年生など未成人学生の参画もあり得る

※ オープンイノベーションは情報のアウトバウンド／インバウンドや人材のスピンアウトまで許容することが前提．
高専の組織防衛の面で課題が大きく高専おけるオープンイノベーションは契約で限定されたコンソーシアム型に
収束するのではないか．

【３．提案； 高専を強くする契約と知財権の扱い】

【２．期待される高専型地域産学連携活動】

・高専の特徴にあった機動性の高い機密保持契約の積極的活用
・小規模知財権のパートナー企業への譲渡（機構への事後報告）を認める制度の導入
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